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令和６年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

 

 

令和  ７年  ４月  25日 

 

 

 

団体所在地広島市中区中町 7－1６  

ポレスター広島 3階 

団体の名称 サンタクローススクール

ジャパン株式会社 

職 ・ 氏 名 学園長 佐々木 周司 

（施設名 リトルニュートンインターナショナル幼稚舎） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・サツマイモの苗植え、いちご狩り 

・園付近の公園で花やダンゴムシなどの生き物

探し 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・バス遠足で空城山公園にて自然と触れ合い 

遊び 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・どんぐり等木の実探し 

・バス遠足にて芋ほり 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・園付近の広場にて落ち葉、木の実探し 

 



 

 

活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

ハウスの中に足を踏み入れると、目の前には真っ赤

に実ったイチゴが広がり、「わあ、いちごのあまいに

おいがする！」と目を輝かせていました。一人ひと

りが紙コップを手に、赤く熟したいちごを探して慎

重に摘み取っていく姿は真剣そのもの。保育者は

「どんないちごが食べごろかな？」と声をかけなが

ら、色やにおい、形などに注目できるように働きか

け、五感を通じて自然の恵みに触れる機会を大切に

しました。収穫の喜びを子どもたちと一緒に味わい

ながら、「いちごおいしいね」と共感することで、自

信や満足感につながるよう関わりました。この体験

を通して、子ども達は自分で選ぶことの楽しさを感

じるとともに、自然の中で育つ食べ物への興味や感

謝の気持ちが育まれていきました。 

（エピソード記述） 

バス遠足で訪れた公園では、広い砂場に集まった子

どもたちが「ここにプールをつくろう！」と話し合

いながら遊び始めました。バケツで水をくむ子、手

で砂を掘る子、それぞれが自分の役割をみつけなが

ら自然と協力の輪が広がっていきました。保育者は

子ども達の発想ややりとりを見守りながら、「どう

したら水がにげないかな？」「お山のうしろに道を

つくるのもいいかもね」とさりげなく声をかけ、思

考や創造を広がるきっかけを作りました。 

この遊びを通して、子ども達は友達と力を合わせる

楽しさを味わい、協調性や自分の思いを伝える力、

また創造的に遊びを発展させる創造力を育んでい

きました。 

（写真） 

 



 

 

 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

子ども達は、芋畑で芋ほりに挑戦しました。土を前

に「どこにあるかな？」「かたいねー！」と最初は戸

惑いながらも、手で掘り進めていくと「なんかあた

った！」「あ、でてきた！」と大きな芋を発見し歓声

があがりました。保育者は、「どんなふうにお芋が育

っていたのかな？」と問いかけながら、土の中に隠

れた命の不思議や、植物の育ちに関心を向けるよう

関わりました。 

この活動を通じて、子ども達は自然の中での発見や

驚きを味わいながら、粘り強く取り組む力や、収穫

する喜び、食べ物の大切さに気づく心が育っていき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

園の近くにある広場には、子ども達のお気に入りの

大きな岩があります。この日も岩を見つけると「滑

り台ごっこをしよう！」と自然に遊びが始まりまし

た。岩の上に登ってはお尻ですべったり、「ここ、ス

ピードでるよ！」「つぎわたしね！」と順番を守りな

がら、友達と声を掛け合う姿が見られました。 

保育者は安全に配慮しつつ、「すべるときは前を見

てね！」「てをついてゆっくりね」と注意を促した

り、「この岩、ほんとうに滑り台みたいね」と共感し

ながら子どもの想像の世界に寄り添いました。ま

た、ルールを守って遊ぶことの大切さを伝える場面

もありました。 

この遊びを通じて、子ども達は自然の中にあるもの

を遊びに取り入れる創造力を発揮し、身体の使い方

やバランス感覚を養うとともに、友達との関りを通

して社会性も育まれていきました。 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



 

 

２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

 AEDの扱い方や救命救急に関わる講習を全職員が受講 

 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

 近隣の公園や、バス遠足、また平和公園に行き外国人訪問客、在日外国人に英語でインタビューをするな

どして交流を深めた。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

【HP】https://little-newton.jp/international 

【Instagram】little_newton_team 

 

 

https://little-newton.jp/international

